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特集：今注目される中赤外レーザーとその応用

波長2.5～25μmの中赤外帯は、レーザーが必ずしもカバーし切れていない帯域である。そのため、レーザー装置

の産業規模的も大きくはないが、ここ5年の成長速度は非常に大きい。レーザー加工用のCO2レーザーに加え、リ

モートセンシング用途から医療センシングまでの幅広いアプリケーションをカバーしているが、多くの中赤外レー

ザー、センサーが低温動作を必要とするため、コスト、重量、サイズが大きくなり、さらにはファイバーデリバ

リーに難があるという欠点が存在した。レーザー加工のCO2レーザー離れも、1μm帯のレーザーのファイバーデ

リバリーの有用性が一因である。

　過去5年、中赤外レーザー、中赤外対応ファイバー、中赤外センサおよびイメージセンサーは、全体として大き

く改善された。これらのデバイスのほとんどが室温で動作し、サイズと重量は大幅に減少、価格も下落した。これ

により、わずか数年前には可能でなかった一連のアプリケーション分野に市場が広がった。一例としては、中赤外

量子カスケードレーザーが挙げられる。そこで、本特集は、中赤外レーザーがもつ産業・医療応用について概観

し、QCLを始めとした光源開発に焦点を当てる。
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